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構成

１．環境認識

２．２０２０年３⽉期 通期の実績

３．２０２１年３⽉期 通期の⾒通し
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3普通倉庫２１社統計 ⼊庫⾼
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データ出典︓⼀般社団法⼈ ⽇本倉庫協会

普通倉庫２１社統計 出庫⾼
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データ出典︓⼀般社団法⼈ ⽇本倉庫協会

普通倉庫２１社統計 保管残⾼
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7コンテナ取扱本数（京浜港）輸出⼊合計
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8コンテナ取扱本数（京浜港）前年同⽉⽐
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9国際航空貨物取扱量 輸出⼊合計
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10国際航空貨物取扱量 前年同⽉⽐
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18年6⽉ 18年9⽉ 18年12⽉ 19年3⽉ 19年6⽉ 19年9⽉ 19年12⽉ 20年3⽉

東京ビジネス地区 2.6% 2.3% 1.8% 1.8% 1.7% 1.6% 1.6% 1.5%

横浜ビジネス地区 3.8% 3.2% 2.6% 2.2% 2.3% 2.3% 2.0% 2.1%

データ出典︓三⻤商事株式会社 市況・データ情報

空室率



12募集賃料相場（円／坪）

¥20,108 ¥20,438 ¥20,887 ¥21,134 ¥21,518 ¥21,855 ¥22,206 ¥22,594 

¥11,149 ¥11,240 ¥11,377 ¥11,461 ¥11,632 ¥11,771 ¥11,862 ¥12,048 
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18年6⽉ 18年9⽉ 18年12⽉ 19年3⽉ 19年6⽉ 19年9⽉ 19年12⽉ 20年3⽉

東京ビジネス地区 ¥20,108 ¥20,438 ¥20,887 ¥21,134 ¥21,518 ¥21,855 ¥22,206 ¥22,594

横浜ビジネス地区 ¥11,149 ¥11,240 ¥11,377 ¥11,461 ¥11,632 ¥11,771 ¥11,862 ¥12,048

データ出典︓三⻤商事株式会社 市況・データ情報
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２．２０２０年３⽉期 通期の実績
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14当社業績

連結 前年同期⽐ 予想⽐
19/03期 20/03期 増減額 増減率 増減率

営業収益 46,155 46,649 494 1.1% ▲0.5%

営業利益 3,557 3,470 ▲86 ▲2.4% 10.2%

経常利益 4,369 4,451 82 1.9% 11.3%

親会社株主に帰属する
当期純利益 2,791 2,947 156 5.6% 6.8%

営業収益営業利益率 7.7% 7.4% ▲0.3pt - -

１株当たり当期純利益（円） 95.20 101.41 6.21 6.5% -

総資産 121,420 128,471 7,050 5.8%

純資産 66,489 68,477 1,988 3.0%

⾃⼰資本⽐率 54.6% 53.1% ▲1.5pt -

１株当たり純資産（円） 2,270.47 2,355.07 84.6 3.7%

（単位︓百万円）

15営業収益の主な変動要因

46,155 
46,649 

△536

△372

△769
352

1509

△143
453

（単位︓百万円）

2019年3⽉期 2020年3⽉期

物流事業
既存取引の減少
による国際貨物
取扱料の減少

物流事業
その他既存顧客
の付帯業務取扱
減少など

不動産事業
安⽥倉庫・
関係会社の
⼯事取扱増加
など物流事業

既存取引の減少
などによる作業
料の減少

物流事業
賃借倉庫の
スペース拡⼤
などによる
保管料の増加

物流事業
関係会社における
既存顧客の
取扱増加など
(⼤⻄運輸含む)

物流事業
既存取引の減少
による陸運料の
減少
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3,557 3,470 

279
△135

△104

△257 130
契約の⾒直しや
業務効率化などに
よる営業総利益の
増加 その他販管費の増加

租税公課の増加

⼈員増に伴う
⼈件費の増加

2019年3⽉期 2020年3⽉期

営業利益の主な変動要因
（単位︓百万円）

関係会社における
取扱増加など
(⼤⻄運輸含む)
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営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益

2018年3⽉期
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YASDA Next 100(3年⽬)

営業収益推移

営業利益推移

(百万円)

0

業績推移（および中期経営計画との⽐較）

0

(百万円)
YASDA Next 100 (1年⽬)

■
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物流事業
39,632

（84.6%）

不動産事業
7,219

（15.4%）

営業収益
46,155

内部取引
消去▲696

（単位︓百万円）
（）内は構成⽐

不動産事業
7,560

（16.0%）

物流事業
39,686

（84.0%）

営業収益
46,649

内部取引
消去▲597

セグメント別営業収益

2019年3⽉期 2020年3⽉期
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不動産事業
2,125

（40.2%）

物流事業
3,159

（59.8%）

不動産事業
2,274

（41.5%）

物流事業
3,206

（58.5%）

セグメント別営業利益

2019年3⽉期 2020年3⽉期

（単位︓百万円）
（）内は構成⽐
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（単位︓百万円）

6,779 7,222 

前期 今期

国内外既存倉庫の⾼稼働や賃借倉庫
の増加などにより前期⽐増収

8,750 
8,181 

前期 今期

既存取引先の契約終了やｷｯﾃｨﾝｸﾞ
作業の減少などにより前期⽐減収

物流事業 営業収益科⽬別対⽐表

保管料 倉庫作業料

21

12,374 
13,504 

前期 今期

⼤⻄運輸の連結⼦会社化や
引越業務拡⼤などにより前期⽐増収

7,487 
6,553 

前期 今期

⼤型資機材の取扱減少、⽶中貿易摩擦の
影響などによる航空貨物の取扱減少など
により前期⽐減収

（単位︓百万円）

物流事業 営業収益科⽬別対⽐表

陸運料 国際貨物取扱料
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物流賃貸料

1,654 1,636 

前期 今期

前期並に推移

2,568 2,567 

前期 今期

ｷｯﾃｨﾝｸﾞの⼀部ｻｰﾋﾞｽの取扱減少も
顧客ｼｽﾃﾑ更改作業の発⽣などにより
前期並みに推移

物流事業 営業収益科⽬別対⽐表

その他（物流）

（単位︓百万円）
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148期 149期 150期 151期 152期

437千㎡
（132千坪）

458千㎡
（138千坪）

478千㎡
（144千坪）

505千㎡
（152千坪）

511千㎡
（154千坪）

物流事業 施設⾯積推移

95千㎡ 117千㎡
122千㎡

126千㎡
132千㎡

342千㎡ 341千㎡
356千㎡

378千㎡
378千㎡

■賃借
■所有
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江東区⾠⺒の物流施設を取得

所 在 東京都江東区⾠⺒３－６－３

敷地⾯積 約１，６００坪（約 ５，２００㎡）

延床⾯積 約５，３００坪（約１７，４００㎡）

竣⼯年⽉ １９８９年２⽉

主要構造 鉄⾻造

階 数 地上７階建て

スケジュール ２０２０年１２⽉ 開設（予定）

⾠⺒外観 東雲営業所外観

物流事業 トピックス －１－

東 雲 営 業 所 と の ⼀ 体 運 営 に よ り
ﾒ ﾃ ﾞ ｨ ｶ ﾙ 物 流 の 更 な る 拡 ⼤ を
⽬ 指 す

25物流事業 トピックス －２－

メディカル物流サービスの更なる拡⼤

・医療機器製造業
・医薬品製造業

・体外診断⽤医薬品製造業

業許可取得状況：

・新たに医薬品製造業を九州営業所にて取得

・医療機器製造業を守屋町営業所にて追加取得

・⾼度管理医療機器販売業・貸与業を
平和島 / 守屋町 / ⼤井埠頭 / 茨⽊営業所
にて追加取得

・⾼度管理医療機器販売業

・医薬品卸売販売業



26物流事業 トピックス －３－

⼤⻄運輸㈱・オオニシ機⼯㈱をグループ化

株式取得完了時期
⼤⻄運輸 2019年11⽉ 1⽇

オオニシ機⼯ 2020年 1⽉23⽇

・⼤⻄運輸・オオニシ機⼯２社の株式取得完了し安⽥倉庫グループの⼀員に

・北陸の拠点を活かし 関⻄⇔北陸、関東⇔北陸 間で安⽥運輸㈱と連携した
医薬品等の配送業務取扱を開始

27

１．新規取引の開始

（１）医療機器の保管配送業務

（２）ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ寝具の流通加⼯､保管配送業務

（３）ｼﾞｪﾈﾘｯｸ医薬品の輸送業務

（４）住宅関連⾦属製品、ﾊﾟｰﾂ等保管配送業務

（５）鉄道向け券売機・精算機のIC化対応業務

２．既存取引の拡⼤

（１）⾦融機関⽂書保管業務 ・・・⾸都圏⽂書・情報管理ｾﾝﾀｰ

３．取引条件の⾒直し

・・・各営業所

物流事業 トピックス －４－

・・・平和島(東雲)

・・・安⽥運輸
・・・厚⽊
・・・ITｷｯﾃｨﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ

・・・九州営業所



28不動産事業 営業収益科⽬別対⽐表

（単位︓百万円）

4,541 4,530 

前期 今期

前期並みに推移

1,999 2,452 

前期 今期

⼊退去⼯事の受注増加などにより
前期⽐増収

不動産賃料 その他（不動産）

29組織基盤（インフラ） トピックス －１－

格付けの変更 BBB+ → A-

• ⻑期発⾏体格付(㈱⽇本格付研究所)が
「BBB+ (ポジティブ)」から「A- (安定的)」へと格上げ

• 当社の物流事業での収益⼒強化・ネットワーク拡充と、安定した不動
産事業収益基盤、及び今後も物流事業を中⼼とした堅調な業績推移が
予想されることが評価を受けた

• 今後も継続して良好な財務構成の維持を⽬指す



30連結財政状態

121,420 
66,489

（54.6%）

128,471 

68,477

（53.1%）

54,931 59,993 

（単位︓百万円）

前期末
（2019年3⽉31⽇）

今期末
（2020年3⽉31⽇）

総 資 産
受取⼿形及び営業未収⾦（▲１，３６２百万）
機械装置及び運搬具（＋９００百万）
⼟地（＋５，２５４百万）

負 債 営業未払⾦（▲１，８４２百万）
⻑期借⼊⾦（＋６，２６８百万）

純 資 産 利益剰余⾦（＋２，３６４百万）
⾃⼰株式（▲２０６百万）

主な要因

注︓（）内は⾃⼰資本⽐率

31キャッシュ・フローの状況

19/03期 20/03期 前期⽐ 主な要因
（20/03期）

営業活動によるCF ＋6,390 ＋5,039 ▲1,351 税⾦等調整前当期純利益や
減価償却費の資⾦留保など

投資活動によるCF ▲3,406 ▲9,372 ▲5,966 固定資産や⼦会社株式の取得
による⽀出

財務活動によるCF ▲90 4,294 4,384 借⼊⾦の増加

期末残⾼ 7,786 7,829 43

（単位︓百万円）
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19/03期 20/03期 21/03期
（計画）

設 備 投 資 額 3,222 8,238 6,565

主 な 投 資 案 件
20/03期

・新規施設(東雲・⾠⺒)
・既存施設の整備関連

（守屋町､⼤⿊） など

21/03期

・新規施設開設初期費⽤
・既存施設の設備更新
（守屋町、⼤⿊、MBU東京）など

減 価 償 却 費 2,561 2,745 3,109

設備投資・借⼊⾦

（単位︓百万円）

期 末 借 ⼊ ⾦ 残 ⾼
及 び 社 債 発 ⾏ 残 ⾼ 28,603 35,904 44,965

33構成

１．環境認識

２．２０２０年３⽉期 通期の実績

３．２０２１年３⽉期 通期の⾒通し
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46,155 
46,649 

50,000 

19年3⽉期 20年3⽉期 21年3⽉期（予想）

3,557 3,470 

2,500 

4,369 4,451 

3,450 

2,791 2,947 

2,370 

19年3⽉期 20年3⽉期 21年3⽉期（予想）

連結業績予想

前期⽐
増減額 増減率

営 業 利 益 ▲970 ▲28.0%
経 常 利 益 ▲1,001 ▲22.5%
親 会 社 株 主 に
帰 属 す る
当 期 純 利 益

▲577 ▲19.6%

（単位︓百万円） （単位︓百万円）

前期⽐
増減額 増減率

営 業 収 益 3,351 7.2%

・営業収益は、新規施設の稼働や倉庫・輸配送ネットワークの拡充など
事業基盤の強化により増収を⾒込む。

・営業利益は、物流施設の拡充に伴う営業費⽤の増加などにより減益を⾒込む。

35配当政策

2017年３⽉期 年間配当14円 （連結配当性向20.3%)
2018年３⽉期 年間配当14円 （同21.3%)
2019年３⽉期 年間配当19円 （同20.0%)
2020年３⽉期 年間配当23円 （同22.7%)

配当⽅針

2021年3⽉期
年間配当19円予定

（中間配当︓9.5円、期末配当︓9.5円）

安定配当を基本としつつ、利益⽔準等を勘案して決定

※期末配当：10円50銭 / 創立100周年記念配当：4円
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当資料は、投資判断の参考となる情報の提供を唯一の目的としたもので、投資勧誘を
目的として作成したものではありません。
当資料は、将来の業績に関する記述が含まれております。こうした記述は将来の業績を
保証するものではなく、リスクと不確実性を内包するものであります。将来の業績は、
経営環境等の変化に伴い、目標や計画に対し変化し得ることにご留意下さい。
投資を行う際には、必ず弊社が作成する有価証券報告書等をご覧いただいた上で、
投資家ご自身の判断で行うようお願いいたします。


